
この本は，学習ページ（各４P）と仕上げページ（各1P），巻末付録で構成されています。
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tell[ask] － to ～　 Step 4.

want － to ～　 Step 3.

空所をうめよう

空所をうめよう

⑴　He told    read this book.

 （彼はわたしたちにこの本を読むように言いました。）

　　＝He said to us, “  this book.”

 （彼はわたしたちに「この本を読みなさい。」と言いました。）

⑵　∞  Yumi  clean this room.

 （わたしはユミにこの部屋を掃除するよう頼みました。）

　　＝∞ said to Yumi, “  clean this room.”

 （わたしはユミに「この部屋を掃除してください。」と言いました。）

⑴　∞ want  buy this bag. （わたしはこのバッグを買いたいです。）

⑵　He wants me to play the piano.

 （彼は  ピアノをひいてほしいと思っています。）

　　∞ want my brother to be a soccer player.

 （わたしは  サッカー選手になってほしいです。）

⑴　〈tell＋人＋to＋動詞の原形〉で「－に～するように言う」という意味を表す

　　この文は〈say to＋人, “命令文”〉で言いかえることができる 命令文➡ p.38 中1 ⑦命令文

　　例　He tells me to speak slowly.＝He says to me, “Speak slowly.”

⑵　〈ask＋人＋to＋動詞の原形〉で「－に～するように頼む」という意味を表す

　　この文は〈say to＋人, “Please＋命令文”〉で言いかえることができる

　　例　Ⅰ asked him to open the door.＝Ⅰ said to him, “Please open the door.”

⑴　〈want to＋動詞の原形〉で「～したい」という意味を表す。「名詞的用法」の不定詞〈to＋動詞の

原形〉が動詞wantの目的語になっている 不定詞の名詞的用法➡ p.43 中2 ⑩不定詞

⑵　〈want＋人＋to＋動詞の原形〉で「－に～してほしい」という意味を表す

　＊toの前の「人」が，〈to＋動詞の原形〉の動作をする人を表す

学習日　　　／　　　不定詞を含む構文（Ⅰt … for － to ～. / wantなど－ to ～）

1-2 want － to ～ / tell［ask］－ to ～
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□⑴　次の英文の意味を表す日本文になるように，（　　）に適する日本語を書きなさい。
□①　She wants to live in Okinawa.
 彼女は（ ）。
□②　∞ didnʼt want to practice tennis yesterday.
 わたしは昨日，（ ）。

□⑵　次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□①　あなたは彼にこの本を読んでほしいのですか。
 Do you 　  him 　   　  this book?
□②　朝食を食べるのはよいことです。だから，わたしはあなたに朝食を食べてほしいです。
 　  is good 　  eat breakfast.  So ∞ want 　   

　  eat breakfast.

□⑴　次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□①　わたしはその男の子に家に帰るように言いました。
 ∞ 　  the boy 　  go home.
□②　ホワイト先生はわたしたちに英語を話すように言います。
 Mr. White 　   　   　  speak English.

□⑵　次の日本語に合う英文になるように，（　　）内の語（句）を並べかえなさい。
□①　わたしたちは彼女にピアノをひくように頼むつもりです。
 We will （ her / ask / play / to ） the piano.
 We will   the piano.
□②　母は兄に部屋を掃除するように言い，兄はわたしに部屋を掃除するように頼みました。
 My mother （ to / my brother / clean / told ） his room, and my brother （ me 

/ asked / clean / to ） his room.
 My mother   his room, 

and my brother   his room.

Q 3 練習しよう

Q 4 練習しよう

チャレンジ問題!! 今まで習ったものも含めて理解できているかな？

　 　次の（　　）に適する語を下の〔　　　〕内から選んで書きなさい。同じ語を何度使ってもか
まいません。
　My name is Kawada Megumi.  My parents want （ ① ） to be a teacher.  But I don’t want to 
be a teacher.  My dream is to work in foreign countries.  Now it’s not easy （ ② ） me to speak 
English.  So I want to study English harder.  An American woman lives near my house.  I will 
ask （ ③ ） to teach （ ④ ） English.
　〔  me    them    him    her    for    to  〕

□①　 　 　　□②　 　 　　□③　 　 　　□④　 　

⑵②　前半の文は形式主語を使った文。後半の文は〈want＋人＋to＋動詞の原形〉の文。

〈want［tell, ask］＋人＋to＋動詞の原形〉という形の文の，意味と使い方を確認しよう。
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Step 2. ∞ t … for － to ～ .　 

Step 1. 不定詞の名詞的用法（復習）　 

空所をうめよう

空所をうめよう

⑴　  get up early is good.

　　＝  is good  get up early.
 （早く起きることはよいです。）

⑵　∞ t is fun  Tom to play the guitar.
 （トムにとってギターをひくことは楽しいです。）

　　∞ t was hard for  to study math.
 （わたしにとって数学を勉強するのは大変でした。）

⑴　∞ ʼll go to the park  see him.
 （わたしは彼に会いに公園へ行きます。）
　　He has something  drink.
 （彼は飲む（ための）ものを持っています。）

⑵　To play soccer is fun. （サッカーを  は楽しいです。）

⑴　〈It is … to＋動詞の原形～.〉で，「～することは…です。」という意味を表す

　Ⅰtは形式的な主語で，〈to＋動詞の原形～〉の内容を指し，「それは」と訳さない

　〈Ⅰt was … to＋動詞の原形～.〉は，「～することは…でした。」と過去の意味になる

　＊〈Ⅰt is … to＋動詞の原形～.〉は〈To＋動詞の原形～ is … .〉とほぼ同じ意味を表す

　　 例　 To read this book is easy. ＝ Ⅰt is easy to read this book.  

（この本を読むことは簡単です。）

⑵　〈to＋動詞の原形〉の前に〈for －〉を入れて，「－にとって」と〈to＋動詞の原形〉の動作をする人を

表すことができる。forのあとに代名詞がくる場合は，目的格を使う

 代名詞の目的格➡ p.37 中1⑥人称代名詞

⑴　不定詞は〈to＋動詞の原形〉の形で表す。不定詞には「名詞的用法」（～すること），「副詞的用法」
（～するために），「形容詞的用法」（～するための）の3つの用法がある

 不定詞の3つの用法➡ p.43 中2 ⑩不定詞

⑵　名詞的用法の不定詞は「～すること」という意味を表し，名詞と同様に，文の中で動詞の目的語，

主語，補語になる 不定詞の名詞的用法➡ p.43 中2 ⑩不定詞

暗記例文  ∞ t  is difficult  for  him  to  play the piano.
彼にとってピアノをひくことは難しいです。

不定詞を含む構文（Ⅰt … for － to ～. / wantなど－ to ～）

1-1 不定詞の名詞的用法（復習）・Ⅰt … for － to ～ .
学習日　　　／　　　
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□⑴　次の英文の意味を表す日本文になるように，（　　）に適する日本語を書きなさい。
□①　∞ like to read books.
 わたしは（ ）好きです。
□②　Do you have anything to do today?
 あなたは今日（ ）ありますか。
□③　He got up early to run in the park.
 彼は（ ）早く起きました。

□⑵　次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□①　彼女の夢は英語の先生になることです。
 Her dream is 　   　  an English teacher.
□②　わたしはオーストラリアに行きたいです。
 ∞ want 　   　  to Australia.
□③　朝食を食べることはとても大切です。
 　   　  breakfast is very important.

□⑴　次の英文を ∞ t … to ～ .の文にしなさい。
□①　To play shogi is diffi cult. 
   shogi.
□②　To swim in the sea is hard.
   in the sea.
□③　To dance with my friends was fun.
  
□④　To use this computer was not easy.
  

□⑵　次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□①　野球をするのはケンにとって楽しいです。
 ∞ t is fun 　   　  to play baseball.
□②　わたしの姉にとって，科学を勉強するのはおもしろいです。
 ∞ t is interesting 　   　   　  to study science.
□③　彼らにとって漢字を書くのはたいへんです。
 ∞ t is hard 　   　  to write kanji.
□④　歌うことは，あなたにとって大切でしたか。
 　   　  important 　   　  to sing?
□⑤　アンにとって日本語を話すのは難しいが，日本に住みたいと思っています。
 　  is diffi cult 　  Ann 　  speak Japanese, but 

she wants 　   　  in Japan.

Q 1 練習しよう

Q 2 練習しよう

⑵⑤　前半の文は形式主語を使った文。後半の文は不定詞がwantの目的語になっている。

不定詞の名詞的用法の意味を確認しよう。〈Ⅰt is … for － to＋動詞の原形～.〉の文の作り方と意味も確認
しよう。
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この本の使い方

26

次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。ry!Try!T

1-1.	 次の英文に合うものを（　　）内から選び，○で囲みなさい。
□⑴　∞ want （ play, to play, playing ） baseball with them.

□⑵　∞ t is interesting to （ read, reads, reading ） books.

□⑶　There are many places （ see, to see, seeing ） in Kyoto.

□⑷　Why did you get up early? － （ Do, To do, Doing ） my homework.

□⑸　∞ t is important （ as, for, to ） me to practice the piano every day.

1-2.	 次の日本語に合う英文になるように，（　　）内の語（句）を並べかえなさい。
□⑴　彼はあなたにサッカー選手になってほしいと思っています。
　　　He （ to / a soccer player / be / you / wants ）.
　　　He   .

□⑵　わたしたちの先生はいつもわたしたちに朝食を食べるように言います。
　　　Our teacher always （ eat / breakfast / tells / to / us ）.
　　　Our teacher always   .

□⑶　わたしはケンにボールを持ってくるように頼みました。
　　　∞ （ to / asked / a ball / bring / Ken ）.
　　　∞   .

□⑴　トムにとって数学を勉強することは大切だが，彼はしたくないと思っています。
　　　 　  is important 　  Tom 　   　  math, 

but he doesn’t 　   　  do it.

□⑵　わたしは彼にこの歌を歌ってほしかったが，彼にそうするように言えませんでした。
　　　∞ 　   　   　  sing this song, but ∞ couldn’t 

　   　   　  do that.

-1
-2

仕上げページ

暗記例文

学習日　　　／　　　

彼にとってピアノをひくことは難しいです。

不定詞の名詞的用法（復習）・Ⅰt … for － to ～ .
want － to ～ / tell［ask］ － to ～1

不定詞を含む構文（Ⅰt … for － to ～. / wantなど－ to ～）
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１ ２ ３

１ 学習する単元の重要事項を確かめます。
その単元で重要な文を示しています。

Step と同じ番号の問題を解きましょう。
はやや発展的な問題です。

今まで習ったものも含めて理解できている
かを確かめる問題です。

Q 練習しよう 	の問題が解けるようになっているかチェックします。

ry!Try!T 	 単元の学習内容を利用する応用問題や，
	 今まで習ったものを含めた応用問題です。

これまでに学習した文法事項をまとめたものです。
今まで習ったものでわからないものが出てきたとき，
もう一度ふりかえりたいときに確認しましょう。

覚える内容や注意すべき点をまとめています。

POINTの内容を確かめる空所補充問題です。

３ 単元の学習を終えたら，仕上げページに取り組みます。

２ 　  に対応する問題に取り組みます。１
Q 練習しよう

つなげよう！　これまでの復習巻末付録

CONTENTS
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Step 1.

Step 2.

比較級の文　 

最上級の文　 

空所をうめよう

空所をうめよう

⑴　Mike is taller  Bill. （マイクはビルよりも背が高い。）

⑵　Emi runs  than Aya. （エミはアヤよりも速く走ります。）

⑶　This flower is      that one.

 （この花はあの花よりも美しい。）

⑴　Paul is  tallest in my class.

 （ポールはわたしのクラスでいちばん背が高い。）

⑵　Lisa swims the    my class.

 （リサはクラスでいちばん速く泳ぎます。）

⑶�　Science is        all subjects for 
me.

 （理科はわたしにとって，すべての教科の中でいちばん難しい。）

⑴　2人［2つ］を比較して「…よりも～」は《形容詞の比較級＋than …》で表す

　＊比較級は形容詞の原級（もとの形）の語尾に（e）rをつけて作る

　＊thanは「…よりも」という意味を表す

⑵　副詞も形容詞と同じように比較級にできる
⑶　比較的つづりの長い形容詞・副詞の比較級は前にmoreを置いて作る

⑴　3人［3つ］以上を比較して「…（の中）でいちばん～」は《the＋形容詞の最上級＋in［of］…》で表す

　＊最上級は，形容詞の原級（もとの形）の語尾に（e）stをつけて作る

　＊形容詞の最上級の前には必ずtheをつける

　＊「…（の中）で」は《in＋場所や範囲を表す語句》，《of＋allや複数を表す語句》を使い分ける

⑵　副詞も形容詞と同じように最上級にできる
⑶　比較的つづりの長い形容詞・副詞の最上級は前にmostを置いて作る

暗記例文 Tom is  younger than  Jim.
トムはジムよりも年下です。

比較

1-1 比較級の文/最上級の文
学習日　　　／　　　
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□⑴　次の日本語に合う英文になるように，（　　）内から適するものを選び，○で囲みなさい。
□①　母は父よりも年上です。 My mother is （ old, older ） than my father.
□②　わたしは妹よりも背が高いです。 ∞ am （ tall, taller ） than my sister.
□③　７月は６月よりも暖かいです。 July is （ warm, warmer ） than June.

□⑵　次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□①　タロウはケンタよりも速く泳ぎます。
 Taro swims faster 　  Kenta.
□②　わたしの姉は母よりも早く起きます。
 My sister gets up 　   　  my mother.

□⑶　次の日本語に合う英文になるように，（　　）内の語を並べかえなさい。
□①　数学は理科よりも難しいです。
 Math is （ difficult / science / than / more ）.
 Math is  .
□②　このフルーツはオレンジよりもおいしいです。
 This fruit is（ delicious / more / oranges / than ）.
 This fruit is  .

□⑴　次の日本語に合う英文になるように，（　　）内から適するものを選び，○で囲みなさい。
□①　アヤは３人の中でいちばん背が高いです。
 Aya is the （ tall, tallest ） of the three.
□②　この公園はこの町でいちばんすてきです。
 This park is the nicest （ of, in ） this town.
□③　その馬は４頭の中でいちばん大きい。
 The horse is the largest （ of, in ） the four.
□④　それは日本でいちばん長い川です。
 ∞ t’s the （ long, longer, longest ） river in Japan.

□⑵　次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□①　その魚はすべての中でいちばん速く泳ぎます。
 The fish swims the 　   　  all.
□②　わたしは家族の中でいちばん早く寝ます。
 ∞ go to bed the 　   　  my family.

□⑶　次の日本語に合う英文になるように，（　　）内の語を並べかえなさい。
□①　マキはわたしのクラスでいちばんゆっくり話します。
 Maki speaks （ in / the / slowly / most ）my class.
 Maki speaks   my class.
□②　その本は４冊の中でいちばん役に立ちます。
 The book is（ useful / of / the / most ）the four.
 The book is   the four.

Q 1 練習しよう

Q 2 練習しよう

比較級と最上級の文の意味と形を確認しよう。

SAM
PLE



4

Step 4. as ～ as …　 

Step 3. good, wellの比較級・最上級　 

空所をうめよう

空所をうめよう

⑴　My mother is  old  Ms. Smith.

 （わたしの母はスミスさんと同じくらい年を取っています。＝母はスミスさんと同い年です。）

　　Hachi is      Kuro.

 （ハチはクロと同じくらいの大きさです。）

⑵　∞ am not as tall as Tom.

 （わたしはトム  。）

　　Meg does not run as fast as Maki.

 （メグはマキ  。）

⑴　Your watch is  than mine.

 （あなたの腕時計はわたしの腕時計よりもよい。）

⑵　Ryota plays baseball the  in his school.

 （リョウタは学校でいちばん上手に野球をします。）

⑶　∞ like dogs    cats.

 （わたしはネコよりもイヌのほうが好きです。）

⑴　2人［2つ］を比較して「…と同じくらい～」は《as＋形容詞［副詞］の原級＋as …》で表す

⑵　《as ～ as …》の否定の形《not as＋形容詞［副詞］の原級＋as …》は「…ほど～（し）ない」の意味

を表す

⑴　形容詞good（よい）．well（元気で）は不規則に変化して，比較級はbetter, 最上級はbestとなる

⑵　副詞well（よく，上手に）も不規則に変化して，比較級はbetter, 最上級はbestとなる

⑶�　「BよりもAのほうが好きだ」は《like A better than B》で表す	

「～がいちばん好きだ」は《like ～ the best》で表す

比較

1-2 good, wellの比較級・最上級/as ～ as …
学習日　　　／　　　

SAM
PLE
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□⑴　次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□　　キャシーはエマと同い年ですが，メグはエマよりも年上です。
 Cathy is 　   　   　  Emma, but Meg is 

　   　  Emma.
□⑵　次の英文を「…ほど～（し）ない」という意味の文に書きかえなさい。
□①　This movie is as interesting as that one. 
  
□②　Ken plays tennis as well as his father. 
  

Q 4 練習しよう

□⑴　次の日本語に合う英文になるように，（　　）内から適するものを選び，○で囲みなさい。
□①　新しいコンピュータは古いのよりもよいです。
 The new computer is （ good, better, best ） than the old one.
□②　この部屋はこのホテルでいちばんよいです。
 This room is the （ good, better, best ） in this hotel.

□⑵　次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□①　メアリーは兄よりも上手に踊ることができます。
 Mary can dance 　  than her brother.
□②　わたしはユリよりもオーストラリアについてよく知っています。
 ∞ know about Australia 　  than Yuri.
□③　リサは音楽部でいちばん上手にギターを弾きます。彼女はそれをいちばん注意深く演奏します。
 Lisa plays the guitar the 　  in the music club.   

She plays it the 　   　 .
□⑶　次の英文に（　　）内の意味をつけ加えて英語で書きかえなさい。
□①　∞ like science.　（数学よりも）
  
□②　∞ like dogs.　（すべての動物の中でいちばん）
  

Q 3 練習しよう

　　次の（　　）内の語を必要ならば文中に適する形に直して書きなさい。1語とは限りません。
　Ayumi didn’t get up as ① ( early ) as other members of her family.  She didn’t have time 

② ( eat ) breakfast, so she was ③ ( hungry ) than other classmates before noon.  Her mother 
said to her, “You must stop ④( watch ) TV late at night and try ⑤( get ) up early.”  So the next 
morning, she got up the ⑥( early ) in her family!  She enjoyed breakfast with her family a lot.

□①　 　   □②　 　   □③　 　  
□④　 　   □⑤　 　   □⑥　 　  

チャレンジ問題!! 今まで習ったものも含めて理解できているかな？

good・wellの比較級・最上級の作り方と，《as ～ as …》の文の意味と形を確認しよう。

SAM
PLE
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Step 5. becomeなど　 

Step 6. giveなど　 

空所をうめよう

空所をうめよう

⑴　He will become a good player. （彼はよい選手  でしょう。）

⑵　You  tired. （あなたは疲れているように見えます。）

⑶　The music sounds sweet. （その音楽は心地よく  。）

⑴　  Ken this book. （ケンにこの本をあげなさい。）

　　∞ ’ll    a bag. （わたしは彼女にかばんを買ってあげます。）

⑵　∞ ’ll    my cat. （あなたにわたしのネコを見せます。）
 
　　Let’s  him . （彼に昼食を作ってあげましょう。）

⑴　becomeはあとに名詞や形容詞などの補語を続けて，「～になる」という意味を表す

⑵　一般動詞 lookはあとに形容詞を続けて「～（そう）に見える」「～そうだ」という意味を表す

⑶�　一般動詞soundはあとに形容詞を続けて「～（そう）に聞こえる」「～（そう）に思われる」「～そう
だ」という意味を表す

●�一般動詞give「～を与える」は，《give＋人＋もの》の
形で，あとに目的語を2つ続けて，「（人）に（もの）を
与える」という意味を表すことができる

　＊《人＋もの》の語順になることに注意

　＊《show＋人＋もの》「（人）に（もの）を見せる［教える］」
　＊《buy＋人＋もの》「（人）に（もの）を買う」
　＊《make＋人＋もの》「（人）に（もの）を作る」

暗記例文 This museum  looks  interesting.
この博物館はおもしろそうに見えます。

tell，teach，write，send，cook，
get，findなど

目的語を２つとるその他の動詞

これもcheck !

文型

2-1 becomeなど / giveなど
学習日　　　／　　　

SAM
PLE



7

□⑴　次の英文の意味を表す日本文になるように，（　　）に適する日本語を書きなさい。
□①　These kinds of dogs become very big.
 これらの種類の犬は（ ）。
□②　The festival looks interesting.
 その祭りは（ ）。

□⑵　次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□①　北海道では早く寒くなります。
 ∞ t 　  cold early in Hokkaido.
□②　彼の演説は力強く聞こえました。
 His speech 　  strong.
□③　わたしはすてきに見えますか。パーティーに行くところです。― わくわくしますね。
 　  ∞ 　  great?  ∞ ’m going to a party.
 ― That 　  exciting.

Q 5 練習しよう

□⑴　次の日本語に合う英文になるように，（　　）内の語（句）を並べかえて記号で答えなさい。
□①　わたしは妹にそのリンゴをあげました。
 ∞ （ア　my sister　　イ　gave　　ウ　the apple）. （　　　　　　）
□②　わたしたちは彼に花を買ってあげるつもりです。
 We are going to （ア　flowers　　イ　him　　ウ　buy）. （　　　　　　）
□③　わたしにその本をください。
 （ア　the book　　イ　give　　ウ　me）, please. （　　　　　　）

□⑵  次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□①　わたしは彼に自分の部屋を見せました。 ∞ 　   　  my room.
□②　母は弟に夕食を作るつもりです。
 My mother is going to 　  my 　  dinner.
□③　ベンは彼の友人たちに彼の自転車を見せるつもりです。
 Ben is going to 　  his 　  his 　 .
□④　わたしは今晩，彼らに夕食を作ります。
 ∞ ’ll 　   　  dinner this evening.
□⑤　あなたのお母さんはあなたにすてきなかばんをくれましたね。そのかばんをわたしに見

せてください。
 Your mother 　   　  a nice bag.    

　   　  the bag, please.

Q 6 練習しよう

補語をとる動詞と，目的語を2つとる動詞の使い方を確認しよう。

SAM
PLE
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Step 7. 《call＋A＋B》　 

Step 8. 《make＋A＋B》　 

空所をうめよう

空所をうめよう

⑴　∞ call this cat Tama. （わたしは  呼びます。）

　　He calls her Jane. （彼は  呼びます。）

⑵　We call    . （わたしたちは彼をケンと呼びます。）

　　My friends call    . （友達はわたしをユカと呼びます。）

⑴　This story makes people sad. （この物語は人々を  。）

　　This book made him famous. （この本は彼を  。）

⑵　This dog makes    . 

 （この犬はわたしたちを幸せにします。）

　　The homework made    .

 （その宿題は彼女を疲れさせました。）

⑴　《call＋A＋B》の形で「AをBと呼ぶ」という意味を表す

　Aは目的語で「～を」，Bは補語で「…と」と訳す

⑵　Aには名詞か代名詞がくるが，代名詞の場合は目的格になる。BにはAの呼び名が入り，《A＝B》

の関係が成り立つ� 人称代名詞 ➡ p.33 中1 ⑥人称代名詞

　（例）　Ⅰ call my dog Momo. （わたしはわたしの犬をモモと呼びます。）　＊my dog＝Momoの関係
	 Ａ	 Ｂ

⑴　《make＋A＋B》の形で「AをB（の状態）にする」という意味を表す

　Aは目的語で「～を」，Bは補語で「（の状態）に」と訳す

⑵　Aには名詞か代名詞が入るが，代名詞の場合は目的格になる。Bには状態を表す語（＝形容詞）や名

詞が入り，A（目的語）＝B（補語）の関係が成り立つ� 人称代名詞 ➡ p.33 中1 ⑥人称代名詞

　（例）　This song makes me happy. （この歌はわたしを幸せにします。）
	 Ａ	 Ｂ	 ＊me＝happyの関係

暗記例文 We  call the dog Pochi .
わたしたちはそのイヌをポチと呼びます。

文型

2-2 《call＋A＋B》 / 《make＋A＋B》
学習日　　　／　　　

SAM
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□⑴　次の英文の意味を表す日本文になるように，（　　）に適する日本語を書きなさい。
□①　His friends call him Tom.
　　　彼の友達は彼を（ ）。  
□②　We call this flower bara in Japanese.
　　　わたしたちは日本語で（ ）。  
□③　He called his dog Koro.
　　　彼は（ ）。  

□⑵　次の日本語に合う英文になるように，（　　）内の語（句）を並べかえなさい。
□①　わたしの名前は健太郎です。ケンタと呼んでください。
　　　My name is Kentaro.  （ me / please / call ） Kenta.
　　　My name is Kentaro.    Kenta.
□②　彼らはその祭りを時代祭りと呼びました。
　　　They （ the Jidai Matsuri / called / the festival ）.
　　　They   .

Q 7 練習しよう

□⑴　次の英文の意味を表す日本文になるように，（　　）に適する日本語を書きなさい。
□①　Computers make our work easy.
　　　コンピュータはわたしたちの仕事を（ ）。  
□②　His words made her sad.
　　　彼の言葉は彼女を（ ）。  
□③　This movie made him famous.
　　　この映画は（ ）。  

□⑵　次の日本語に合う英文になるように， 　  に適する語を書きなさい。
□①　そのサッカーの試合は彼らをわくわくさせました。
　　　The soccer game 　   　  excited.
□②　わたしたちはこのネコをミケと呼びます。彼女はわたしたちを幸せにします。
　　　We 　  this cat Mike.  She 　   　   　  .

Q 8 練習しよう

　�　次の(　　)に適する語を下の〔　　〕内から選び，適する形（１語）に直して書きなさい。
ただし，同じ語は２度以上使えません。また，直す必要がないものはそのまま書きなさい。
　I have a dog.  It is a small white dog.  I ( ① ) her Shiro.  Two years ago, I saw her in the 
park.  She ( ② ) sick then, so I took her home.  I ( ③ ) her food every day and she got better.  
Now she is a member of my family.  We all love her.  She can ( ④ ) us very happy.    
〔　make    look    call    give  〕

□①　 　 　　□②　 　 　　□③　 　 　　□④　 　

チャレンジ問題!! 今まで習ったものも含めて理解できているかな？

⑵②　「AをBと呼ぶ」と「AをBにする」の違いに注意しよう。

《call＋A＋B》や《make＋A＋B》の表現を確認しよう。

SAM
PLE




